
.j*よ.3 U

莉蠍聖人御誕生

@
ゴ絲を廟び創念仏ttもに 8

50

oo

月籾誉善巧寺報
〒344-0 0 3 2埼玉県春日部市備後東4丁目1番17号

T E L  0 4 8 ( 7 3 4 ) 7 6 6 0 榎本明覚

%

1,

l L
-i j*生

産
量
日
本

は

断

ト

ツ

で

群

馬

県

。

全

国

シ

ェ

ア

の

九

割

以

上

を

誇

り

ま

す

。

写

真

は

こ

ん

に

ゃ

く

の

花

。

シ

ョ

ク

ダ

イ

オ

オ

コ

ン

ニ

ャ

ク

は

世

界

最

大

の

花

を

咲

か

せ

る

事

で

有

名

で

、

そ

の

高

さ

は

三

メ

ー

ト

ル

超

に

な

る

と

言

い

ま

す

。
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直
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[ 2 0 2 3 ( 令 和 5 ) 年 工 工 月 量 通 刊 5 8 8 サ 」

◎
十
一
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時

～
二
時
半

引
き
続
き

⑮
ヽ
u
リ
サ
イ
ク
ル
牛
廿
ン
ド
ル
作
り
e
J

三
時
半
頃
ま
で

於
法
輪
会
館

ま
ん
ど
う
え

「
万
燈
会
」

お

釈

迦

さ

ま

を

供

養

す

る

品

と

し

て

、

香
・
華
・
灯
が
あ
り
ま
す
(
お
仏
壇
の
荘
厳

に
香
炉
・
花
瓶
・
蝋
燭
立
て
の
三
具
足
が
あ

る
の
も
そ
の
た
め
で
す
)
。
特
に
、
灯
火
を

沢
山
持
ち
寄
り
、
仏
の
足
元
や
説
法
の
座
を

秩

明
る
く
照
ら
す
会
座
を
「
万
燈
会
」
と
言
い

ま
す
。
『
阿
闇
世
王
受
決
経
』
と
い
う
お
経

に
、
有
名
な
「
貧
者
の
一
灯
」
の
説
話
が
あ

る
よ
う
に
、
万
燈
会
は
古
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

日

本

で

は

謬

晶

年

、

奈

良

喜

東
大
寺
の
前
身
で
あ
る
金
鐘
寺
で
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
に
な
る
と
諸

刊

寺
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
八
月

月

に
行
わ
れ
る
潮
来
市
潮
音
寺
、
東
大
寺
大
仏

殿
、
十
月
の
高
野
山
金
剛
峰
寺
な
ど
各
所
で

幻
想
的
な
夜
の
参
拝
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ち
な
み
に
本
願
寺
で
は
万
燈
会
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
何
故
行
わ
れ
て
い
な
い

の
か
推
察
し
て
み
る
と
、
朝
の
平
時
の
お
勤

め
(
晨
朝
)
に
蝋
燭
を
灯
さ
な
い
伝
統
が
あ

る
よ
う
に
、
貴
重
品
で
あ
る
灯
火
用
の
油
が

勿
体
な
い
の
で
行
わ
な
い
、
そ
も
そ
も
阿
弥

陀
如
来
は
無
量
の
光
の
仏
で
あ
る
か
ら
万

灯
を
持
ち
寄
っ
て
照
ら
す
必
要
が
な
い
、
等

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

善
巧
寺
で
は
、
使
用
済
み
で
小
さ
く
な
っ

た
蝋
燭
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
無
明
の
闇
を
照

ら
し
続
け
て
下
さ
る
阿
弥
陀
如
来
の
お
徳

を
除
夜
の
日
(
大
晦
日
)
に
思
い
お
こ
し
、

一
年
間
の
報
恩
を
表
わ
し
ま
す
。

無
明
長
夜
の
燈
炬
な
り

智
眼
暗
し
と
か
な
し
む
な

生
死
大
海
の
船
筏
な
り

罪
障
重
し
と
な
げ
か
ざ
れ

※
十
一
時
半
～
会
場
設
営

十
二
時
半
～

新
米
ラ
ン
チ

十
四
時
～

定
例
会

十

四
時
半
～

キ

ャ

ン

ド

ル

作

り

を

行

い

ま

す
。
午
前
中
か
ら
参
加
ご
奉
仕
頂
け
る
方
は

九
日
ま
で
に
善
巧
寺
〈
○
四
八
-
七
三
四
-

七
六
六
○
》
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

誉会

ほ
と
け

N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
半
終
了

現
在
、
親
鸞
聖
人
の
ご
著
作
『
唯
信
紗

文
意
』
を
輪
読
中
で
す

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

ま
で
メ
ー
ル
送
信
下
さ
い

ゲリラ豪雨後、古利根川水面に映る夕焼け。

ウ ォ ー キ ン グ を 続 け て い る と 素 晴 ら し い 瞬

間に出遇う事もあります。
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夜夜逮中日朝晨要法
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教布勤伝
鑓

絵
き

御
と

絵
式敬帰教布要法教布内堂教布要法

談
教

示
布

御
/教布行動事

堂本ホ法聞堂本堂本堂本堂本ルホ汰閤堂本所場

師

譜
成

行
引
義

傷
首
木

信
六
稲

法

暁目
師

岡
式敬帰

統弓
師

朝

宗
務
長
挨
拶

師大
去

讃
作

奉
土日

師

譜儡
首
本

信
六
山

法

真腿
師

千
式敬帰

統弓
師

朝去作
要

仰
法

讃
楽

祖
音

宗瑛軒
師

南
く
ル
演

ー
オ統用

師
朝経寿

去
量
作

無
師意馬相

統弓
師

朝讃
儡
L
没
ネ
日日日2

師

譜
_
諒

傷
首
敷

信
六
板

範諌
師

遠
式敬帰

統而
師

朝去

修

作
親

讃
御

事
主

法
『

玄大会
ス

楽
コ

統朝供影
去

師
作

大
師意馬相

統而
師

朝讃
傷夜

礼
初月日3

師

譜
成

行
引
饂

儡
首
山

信
六
金

法

地駄
師

西
式敬帰

文腿
師

法作典
種

御
第

制新地獣
師

西文鑓
師

仰讃
去

祖
作

宗
師意馬相

文晴
師

青讃
傷夜

礼
中日4

3
レ

翌
布
ホ

ト
夜
法

氾
信
六
引
御
字

式敬帰
文晴

師

御
俗
姓
拝
読

去
修

倒
親

類
御

文
憬

量Ⅱ
師

七文腿
師

清傷
去師意馬相

文饉
師

讃
傷夜

礼
後日5

式敬帰き続き
4
0
舗挨長務宗

馘
株
修

講
門
親

恩
前
御

報
文鯖

師
賣行

鳩
儡
十

信
五日

普
春
日
部
だ
よ
り
令
秦

◎
京
都
の
ご
本
山
や
地
域
の
拠
点
で
あ
る

寺
院
(
関
東
は
築
地
本
願
寺
)
よ
り
前
ち
っ

て
報
恩
講
を
勤
め
る
事
を
「
お
取
り
越
し
」

と
言
い
ま
す
。
本
年
の
善
巧
寺
お
取
り
越
し

も
皆
様
の
温
か
い
御
懇
念
の
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
無
事
円
成
致
し
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

⑬
今
秋
よ
り
、
魁
!
・
仏
教
塾
を
開
講
い
た
し

ま
す
。
仏
教
と
は
ど
う
い
っ
た
教
え
な
の
か
、

そ
の
誕
生
～
発
展
に
つ
い
て
学
べ
る
目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
全
五
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

第
一
回
は
「
お
釈
迦
さ
ま
名
言
集
」
と
題
し
、

仏
教
の
根
幹
に
迫
り
ま
す
。

日

時

十
一
月
一
一
十
三
日
(
祝
)

午
後
一
時
～
三
時

場

所

善

巧

寺

法

輪

会

館

参
加
費

五
〇
〇
円

精
進
お
や
つ
(
レ
シ
ピ
解
説
付
)
・
資
料
代

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〇
四
八
-
七
三
四
-
七
]
ハ
]
ハ
〇


